
（別紙４）

～ 2026年1月23日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2026年1月23日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

～ 2026年1月23日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

生活の軸はあくまで保育園・小学校等であるため、訪問先の

方針を尊重している。効果的な支援を相互に確認しながら、

利用者が困惑することのないよう擦り合わせを行っている。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
計画的な利用予定の設定や、職員配置の工夫でできる限り

ニーズに応えられるよう尽力する。

2

3

○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

児童発達支援・放課後等デイサービスひまわり

2026年1月19日

2026年1月19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年1月19日

2026年1月26日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用日が限定されている

訪問支援員は兼務しているため訪問日には代替人員を充足し基

準を満たしている。そのため突発的に利用希望があった際には

対応できないことがある。

児童発達支援・放課後等デイサービスとの連携

児童発達支援・放課後等デイサービスと併せて多機能型事業所

としている。併用することで課題の抽出、課題に対しての支

援、支援効果の確認など一貫した効果的なサービスを提供でき

る。

事業所における自己評価総括表公表


